
⼀般社団法⼈沖縄共同養育⽀援センターわらび 

 

―当団体について 

⼀般社団法⼈沖縄共同養育⽀援センターわらび（以下、わらび）は、沖縄県で初めての⾯会
交流⽀援団体として、２０１９年７⽉に設⽴されました。 
わらびは、公認⼼理師（臨床⼼理⼠）、社会福祉⼠、保育⼠など、⼦どもや⼼理の専⾨家を
中⼼として構成されています。 
 

―⾯会交流とは？ 

「⾯会交流」とは、普段あまり聞きなれない⾔葉ですが、法務省のホームページでは、 
『離婚や別居などで、⼦どもと離れて暮らしている⽗⺟の⼀⽅が定期的、継続的に会って話
をしたり、⼀緒に遊んだりして交流すること』と説明されています。 
 

―なぜ⾯会交流を⽀援するのか 

もし、離婚によって夫婦は他⼈になっても、⼦どもにとって⽗⺟はともにかけがえのない存
在です。そして、⾯会交流は、⼦どものためのものであり、⼦どもはどちらの親からも愛さ
れている、⼤切にされていると感じることで、安⼼感や⾃信を持つことができ、それは⼦ど
もが⽣きて⾏く上で⼤きな⼒になります。 
 

―⾯会交流⽀援団体の歴史 

「⾯会交流⽀援」は、本⼟では約１８年前から広まり始め、今では全国で６０以上の団体が
各地域で活躍しています。 
その中には、⾏政が直接⾏っているところもあり、兵庫県の明⽯市役所の⾯会交流⽀援事業
などが有名です。 
沖縄県は、全国で最も離婚率の⾼い県ですが、⾯会交流⽀援団体はこれまでひとつもありま
せんでした。 
わらびは、沖縄県を全国で最も離婚後の⽀援が充実している県に変えていくために、⾯会交
流のあり⽅を知るためのセミナーや勉強会などを開催し、⾯会交流⽀援が必要な家族には
現場へ専⾨スタッフ（⾯会交流⽀援員）を派遣しています。 
わらびは、構成するメンバー全員が本業を持ち、ボランティアで活動する⾮営利団体です。 


